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特集　 第2回高齢化に関する世界会議

第２回高齢化に関する世界会議に見る
グローバルトレンド

阪本　節郎

（博報堂エルダービジネス推進室長）

　４月にスペインのマドリードで、第２回高
齢化に関する世界会議が開催されました。２
０年ぶりに開かれる国連の会議で、第１回は
ウィーンでした。
　・専門家会議（バレンシアフォーラム）
　　４月１～４日
　・ＮＧＯフォーラム４月４～１０日
　・政府間会議４月８～１０日
と開催され、このうちのＮＧＯフォーラムに
参加して来ました。通常企業人は参加できま
せんが、協同総研横田常任理事のご尽力で、
高齢協・労協の方々とご一緒に参加できまし
た。ここでは、マーケティングないしビジネ
スといった視点から、ＮＧＯフォーラムある
いは、高齢化に関する世界会議を見るとどう
なのか、ということで、記したいと思います。
共通して感じられることも多いと思います。

１．世界の高齢社会関係者が一同に

　２１世紀において、世界の先進主要諸国
は、すべて高齢化が進展して行く、また、発
展途上国においても高齢化は進展し、とく
に、問題は開発途上国において深刻である、
といった背景のなかで、政府間会議は１８６
か国、ＮＧＯフォーラムはＩＦＡ（＊１）、ＩＡ

Ｇ（＊２）、ＡＡＲＰ（＊３）など世界の主だった
ＮＧＯが集まり、約１６０のセッションが開
かれました。
　（＊１）ＩＦＡ：世界高齢者団体連盟
　　International Federation on Aging
　（＊２）ＩＡＧ：国際老年学会
　　InternationalAssociationof Gerontorogy；

　（＊３）ＡＡＲＰ：全米退職者協会

　　AmericanAssociation of Retired Persons；

　全体テーマは「すべての世代のための社会
をめざして」で、高齢者だけではなく、高齢
者を考えることが、すべての世代のための社
会を考えることにつながる必要があるという
ことです。

２．グローバルなキーワードが見えた

　今回の第2回高齢化に関する世界会議、と
りわけＮＧＯフォーラムの最大の収穫は何と
いってもいま、世界中のＮＧＯの間で語られ
ていることが一同に会したことにより、「共
通のキーワード」が見えてきたことです。
キーワードは次の二つです。
　●Quality of Life
　●Citizenship
　「クウォリティオブライフ」は、最近ＱＯ
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Ｌと略して語られることも多いと思いますが
「生活の質」です。
　開発途上国からクウォリティオブライフに
関する厳しい疑問も呈されましたが、ＩＡＧ
は、国よって、その中味が異なること、その
国の文化・宗教・政治をふまえたその国なら
ではのGood Lifeがクウォリティオブライフ
を決定する、という基本的な考え方を提示し
ました。
　また、クウォリティオブライフに関して
は、「健康」と「お金(年金等含め)」が対に
なる基本要素として議論されていました。
　「シチズンシップ」はDiscrimination(社会
的差別)に対してあるべきものとして語られ
ていました。高齢者がややもすると社会から
差別され、阻害されがちな現状に対して、
積極的に市民として、社会参加できるように
する、ということです。
　これは従来の「社会的弱者としての高齢者
観」から「一市民としての高齢者観」へと、
世界の高齢者観が大きく変わろうとしている
ことを意味します。
　これにともない、高齢者自身のあり方も
「受益者としての高齢者」から「社会で積極
的な役割を果たす高齢者」へと変わろうとし
ています。
　まさに、エルダー世代は、世界的な規模で、
社会の「脇役」から「主役」へと転換しよう
としていることを実感しました。
　「女性の役割」についてのＡＡＲＰのセッ
ションもあり、「女性がより積極的に社会で
の役割」を果たすことも議論されていまし
た。
　今後、高齢者自身のボランティア活動ある
いは就業なども各方面で議論されることと思
われます。その意味では、高齢者の仕事をど
う創り出し、どう分け合って行くのかは世界

的に大きなテーマであると言えそうです。

３． そのほかの特徴的なテーマ

このほかに、今回、特筆すべきテーマとして、
「世代間交流」と「平和」があげられると思
います。

・世代間交流
　世代間交流は、今回の全体のテーマである
「すべての世代のための社会をめざして」に
関わることとして、いくつかのセッションで
討議されました。基本的には、「若者と高齢
者の対話」の必要性が議論され、その具体的
な取組みとして、
　―環境など地域の社会的テーマを世代を超
　　えてともに取組む
　―インターネットで平和を世代間で話し合
　　う(ＵＳＡ)
　―大学で若者と高齢者が同じクラスになる
　　(ドイツ)
などが紹介されていました。

・平和
　国連のフォーラムだけあって「平和」も
テーマの一つとなっていました。「高齢者は
平和に満ちている」「平和のためにはスロー
に考えるべき」など高齢者の短所を平和とい
う観点から長所として活かして行くような視
点も討議されました。

４．マーケティングの視点でも面白

かった

今回のＮＧＯフォーラムはマーケティングと
コミュニケーションの視点からも大変面白い
発見がありました。セッションのご紹介を兼
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ねて、いくつかをレポートします。

Ａ. 健康
　健康は世界で共通のきわめて大きなテーマ
であり、介護や医療を含めて、多くのセッ
ションで議論がなされました。そのなかで、
興味あるいくつかのセッションを挙げると
―トランスポートと健康
　交通手段と健康という一見別のテーマを一
つのものとして取組んでいるNGOがありまし
た。これは、ウォーキングと健康／サイクリ
ングと健康／ドライブと健康／これらのミッ
クスといったことをプログラム化しようと
し、各国での取組みを紹介していました。ユ
ニークなのは健康づくりのためのウォーキン
グやサイクリングでなく、個々人に必要な
「トランスポート」＝移動手段と「健康づく
り」の最適ミックスを考えているところにあ
ります。結構、目からウロコとい感がありま
した。
―健康クラブ
　早期発見が高齢者医療にとっては重要だ
が、そのためには健康な人の恒常的なチェッ
クが必要となります。そこで、健康クラブを
つくって、医療チームが個人を対象とした
チェックを行いデイリーケアを行っていま
す。
―健康とプライマリケア
　これは、日本の介護保険制度にも通じるこ
とですが、早期発見・早期医療を可能にする
ような医療チームが支援し、そのことによっ
て、家族の負担を和らげ、高齢者の孤独もケ
アしています。

Ｂ.ＩＴ

―緊急通報システム

　マドリードで急激に伸びているビジネス
で、高齢者向けの緊急通報システムです。こ
の特徴と伸びている理由は、単に困ったとき
に通報できるシステムというのでなく、「な
んでもないときに、電話して話ができる」と
いう「高齢者の話し相手」になるシステムが
組み込まれていることです。とくに「通信」
すなわち、「在宅・いつでも」を可能にした
ところが大きな特徴と言えます。
―パソコン教室バス
　バスのなかにパソコン教室を仕立て、巡回
パソコン教室を可能にしています。自分から
出向くことが出来にくい高齢者や、パソコ
ン・インターネットに自分から挑戦するとこ
ろまで行かない高齢者のところへ出向いて行
く教室です。

Ｃ.企業ＰＲ
　企業とＮＧＯが組んだポーランドのケース
が報告されていました。アルツハイマーの介
護に関する相談を受けるＮＧＯがファイザー
をはじめとする３社から支援を受けているそ
うです。
　直接的に企業色を出さないために、アルツ
ハイマー・キャンペーンの統一ロゴを作成し
て展開しています。企業にとっては、信用向
上・企業イメージ向上・商品の認知向上・パ
ブリシティ活用による広告コストの低減が可
能になった、と報告されていました。

５．ＮＧＯの役割の増大

・ＮＧＯの政策提言
　ＮＧＯによる政策提言もテーマの一つと
なった。これは、ＡＡＲＰとヨーロッパのＮ
ＧＯ連合体から報告と提起がなされました。
このうち、ＡＡＲＰからは政策提言(アドボ
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カシー)に関し、彼らのノウハウとパワーが
紹介され、トップの米国ＮＧＯらしく、分析・
戦略設計・実行のプランニング手順とケース
が紹介されていました。
　ヨーロッパでは、ＥＵが契機となり、ＮＧ
Ｏ連携の気運が生まれ、連携した力で政策提
言を行っている。ＵＫ・ベルギー・東欧など
から報告がなされました。

・ＮＧＯの連携
　ヨーロッパでは、上記のほかイタリアなど
でも連携が進められており、連携することで
より社会的に大きなパワーを持ちつつあると
報告されていました。
　アジアに関しては、かねてより日本の高齢
社会ＮＧＯ連携協議会(高連協)が連携のビ
ジョンを持っており、今回、樋口恵子氏（高
齢者をよくする女性の会代表）、堀田力氏（さ
わやか福祉財団・高連協代表）などから、ア
ジアのＮＧＯに呼びかけてセッションを持
ち、アジアネットワークづくりがスタートし
たことは特筆に値すると言えるでしょう。

６．おわりに

　今回は、私にとっても、高齢協・労協の方々
と行動をともにすることが出来、誤解をおそ
れず言えば、大変愉快な旅でした。また、協
同総研横田氏、京都くらしコープ宮本氏のご
尽力でＡＡＲＰ、テス・カンジャ会長（当時）
と会談することが出来たことは大変有意義で
した。そのカンジャさんとのお話のなかでも
出たのですが、これからの高齢者は「余生を
おくる人たち」ではなく、「ひとりひとりが
人生の花を開かせる人たち」です。そのこと
が世界的な動きになりつつあることを実感し
た第 2 回世界高齢化に関する世界会議でし

た。
　最後に、このレポートの内容は同行したシ
ニアコミュニケーション社山崎社長、市場戦
略研究所橋本シニアディレクターと手分けを
して各セッションに出席し、討議の上まとめ
たものであることを記しておきます。


